
会費収入は梅窓会運営の基盤です。ご協力よろしくお願いいたします。
◆年会費 4,000円 毎年1回/同封の郵便振替用紙で納入してください。
◆終身会費 40,000円 最初の1回のみ同封の郵便振替用紙で納入してください。

梅窓会では会報・ブログ等に皆様の近況や同窓会・同期会、同窓生同士の旅
行記事等を掲載いたします。記事投稿をご希望の方は毎月第2土曜日（8月除
く）午後2時～4時に運営委員会までお電話をお願いします。またパソコン＆電
子メールを活用されている方は、「梅窓会ブログ」内メールで直接記事を投稿す
ることも可能です。あなたの情報をお待ちしています。

会費納入はカンタンです！

口座番号00110-6-6183　日本学園梅窓会

梅窓会 広報部会

検索画面に「梅窓会ブログ」と打ち込み、
クリックするだけでご覧になれます。

検索梅窓会ブログ

同窓会情報＆投稿記事・募集中！

＊なお終身会費を頂いております方も終身会費に拘らず会費納入にご支援いただければ幸いでございます。
＊年会費を納めておられる方で、終身会費に変更される方は、新たに4万円の納入をお願いします。
＊郵便局備え付けの振込用紙で振り込まれる方は、下記口座までお願いいたします。
＊終身会費を納入されている方は郵便振替用紙の氏名の後の会員番号の後ろに「♯」を付してあります。

狛江高校戦での日学サッカー部
（赤のユニフォーム）

関東一高戦での日学バレー部
（白のユニフォーム）

シュートを量産する日学
（東海大高輪台高戦、紺のユニフォームが日学）

12月24日（土）１３時より、日本学園3号館１階の会議室で「クリスマス・コンサート」が100名程の観客が集
まって開催されました。コンサートの進行は実にユニークで楽しいもので、レストランのメニュー形式で作
られたでプログラムが配られ、その中の好きな料理を来場者の方に選んでもらい（選曲してもらう）、それに
対応した曲を選んでもらうというものでした。これも中学1年生の役割で土居先生との掛け合いがユーモ
アいっぱいで聴衆を飽きさせません。クリスマスの定番のスタンダード曲や今や日本のクリスマス・シーズ
ンのスタンダード曲に成長した竹内まりや、ユーミン、稲垣潤一、山下達郎の曲もメドレーで演奏されまし
た。あっという間に45分のクリスマス・コンサートは無事に終了。帰りにはサンタさんからプレゼントとい
うことで全員にお菓子が配られ最後まで吹奏楽部の心遣いが感じられたコンサートでした。そして驚くなかれ吹奏楽部のこの日の演奏は、まだ
続きます。このあと午後6時から八王子市の奥座敷にある「夕やけ小やけ　ふれあいの星　ふれあい館」の特設ステージでのステージが待って
おり２ステージをこなしたそうです。実に頼もしくタフな日学吹奏楽部です。なお第23回定期演奏会が3月29日（水）18時から狛江エコルマ
ホール（小田急線狛江駅前）にて開催されます。「クリスマス・コンサート」を聞き逃したＯＢの方はぜひお越しください。　     梅窓会　広報部会

６地区に属する日学サッカー部は４回戦まで順調に勝ち進んでおり、１２月１８日（日）の準決勝戦は都立
の強豪校の一角「狛江高校」。日学は０対１と先制はされはしたもの、後半追いつき１対１となり、さらに
延長戦で１点追加し２対１で勝利、決勝戦へと駒を進めました。続く最終戦は１２月２３日（金）、対戦相
手はスポーツコースを有するこれも都立の文武両道の強豪「都立駒場高校」。試合は両校一歩も譲らず０
対０。延長戦も日学はゴールを奪うことが出来ず、０対０のままPK戦へ進みましたが、ここで破れ地区予
選は準優勝で終わりました。実力的には互角の戦いでした。新指導体制で東京都での強豪チームに育っ
てきた日学サッカー部、４月からはいよいよ強豪ひしめく新人戦本戦が始まります。沢山のＯＢの皆様の
応援よろしくお願いいたします。

東京都のバレーボール部の新人大会（一次大会）は１８０校ほどのチームが４つのブロックに分かれてそ
れぞれトーナメント戦で勝ち上がっていく厳しい試合です。１１月１３日（日）、試合会場は世田谷区用賀
にある駒澤大学高校。初戦の「都立六郷工科高校」を第１セット２５：１８、第２セット２５：１０で無難に勝
利。続く２試合の「関東一高」にも第１セット２５：１７、第２セットはデュースに持ち込まれましたが２８：
２６で勝利。最終戦の「駒澤大学高校」を第１セットを２５：２１。しかし第２セットを２１：２５と落とし、第
３セットを２５：２３と「粘りの日学バレーボール部」の意地を見せ勝利。ブロックでの優勝校となりまし
た。１月２９日（日）、２月５日（日）の両日、強豪ひしめく新人戦本戦が始まります。東京での強豪チームに
育ってきた日学バレーボール部、沢山のＯＢの皆様の絶大なる応援をよろしくお願いいたします。

新人戦（本大会兼関東新人大会東京都予選）の支部大会を全勝で通過し、１月８日（日）から本戦がスター
ト、日学バスケットボール部の初戦は「東海大高輪台高校」。前半から大差を付け圧倒、８６：３９で勝利。続く
試合は1月９日（月）、対戦相手は「桐朋学園高校」。文武両道の名門校で昨年日学は惜敗しています。日学の
素早い動きについていけない桐朋学園、８０：５４で日学の勝利です。そして「実践学園」との決勝戦へと駒を
進めました。１Ｑは１５：２５、２Ｑは１６：２０と実践学園が飛ばし点差はジリジリと広がっていきます。日学
はここで粘りを見せ３Ｑは１５：９と踏ん張ります。しかし４Ｑは１４：２２と点差が開き、６３：７５で惜敗。日
学は３Ｑで調子を上げここで一気に逆転できると皆期待しましたが、シュートを阻まれどうしても点数が入
らず本大会ベスト４を逃しました。続いて５位～８位順位決定戦が1月１５日（日）にて行われ「日大豊山高
校」を８５：５５で勝利、続く「専修大学付属高校」も９５：５４と突き放し、東京都５位が決定しました。イン
ターハイに向けて新たな戦いが始まります。ＯＢの皆様の強力なる応援をよろしくお願いいたします。

この度工学院大学のご厚意で日本学園の前身の日本中学校淀橋校
舎の空中写真の提供戴きました。

大正12年9月1日（土）午前11時58分に相模湾の海底を震源地と
するマグニチュード7.9の関東大震災が発生し、12時40分の余震
で被害を大きくし、関東一帯の一府五県で甚大な被害が発生した。
下町一帯は地震による直接の被害は少なかったといわれている。
『東京震災録』（東京市役所刊）によると、「最初南風12mに煽
られて諸方から火先し、午後7時半ごろ、築地工手学校（工学院
大学の前身）、ついで本願寺に延焼し、午後8時ごろは南小田原
町から、隅田川を越えて月島2号地の渡辺倉庫に飛び火し……」
と工学院大学の書籍に記されている。
壊滅的な被害を受けた工手学校は校舎を立て直す決断を鈍らせた。
そこで被害が比較的低かった山の手が候補地にあがり、工手学校
の高松管理長は2年前まで管理長をしていた古市公威氏に相談し
た。古市氏は杉浦重剛先生と東大南校の同窓ということもあり、
新宿の淀橋の日本中学校を借りてはと助言をした。高松管理長は
旧知の杉浦先生を訪ねて、校舎借用を懇願した。杉浦先生はもち
ろん、好意的に応じた。そこで杉浦先生は、学校関係者と生徒に
向かって、自分と工手学校との因縁が深いことを話し、工手学校
に教室の一部を貸与して同居することとなった。
工手学校は併せて校舎建設のため「工手学校復興会」を立ち揚げ、
日本中学校淀橋校舎の近くの東京府豊多摩郡淀橋町大字角筈93番
地第7号、8号、9号（現在の工学院大学の場所）の土地を確保し、
新校舎を建設することになり、昭和3年4月に淀橋校舎は落成した。

日本中学校の校舎借用も5年余りで解消し、又校名も新築に併せ
「工学院」と改名した。戦後の昭和24年の工学院大学と変遷した。

昭和3年に工学院の新校舎落成の際、撮影された航空写真には校
舎として貸与した日本中学校淀橋校舎も鮮明に写っている。その
上部には山手線の西側の大蔵省専売支局のたばこ工場もわずかに
確認できる。省線電車（現JR）の新宿駅はその先になる。現在で
は考えられないほど、学校周辺には民家が多く見られる。又、下
方には今はない、淀橋浄水場も見られるが、昭和40年前には廃止
され、跡地に京王プラザホテルをはじめ、都庁など現在の西新宿
の超高層ビル群の街として発展した。　　　  S34年卒　宮原洋一

空から見た日本中学校淀橋校舎

クラブ活動レポート

Baisoukai Todayは直近１年間に梅窓会にお寄せいただいた同期会・同窓会の開催報告と、若手ＯＢや在校生（準会員）の活躍を紹介、
さらに日本の社会に多大な影響、貢献した先輩に関する取材記事をプラスした毎年早春に発行される梅窓会の会員情報冊子です。

130年に及ぶ歴史と伝統を誇る日本学園には、多彩な分野で活躍する日校健児が沢山おります。
このページでは文武両道で母校をリードする在校生にスポットを当てて紹介いたします。

サッカー部　新人戦地区予選、準優勝

日学バレーボール部　新人大会、ブロック優勝

日学バスケットボール部の新人戦は５位

楽しかった吹奏楽部クリスマス・コンサート
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手前の鉄筋建てが工学院。奥のL字型の建物が日本中学校

Baisoukai Today
Nihon Gakuen

日本学園 梅窓会
〒156-0043 東京都世田谷区松原2-7-34　日本学園気付 TEL/FAX 03-3322-7878　メールアドレス：ｂａｉｓｏｕｋａｉ＠ｙａｈｏｏ．ｃｏ．ｊｐ

発行日 2017年2月15日Baisoukai Today ［発行人］ 会長　髙木 光



文化人切手（第一次）18種が1949年～52年にかけて発行されました（物
故者）。その18枚のなかに日本学園の前身「東京英語学校」の出身の菱
田春草がありますのでご紹介いたします。以下18名が文化人切手です。1
枚8円から10円で現在、18種類全てが額面以上というプレミア切手シリー
ズとなっております。もう1枚菱田春草の代表作で重要文化財の「黒き
猫」も切手になっております。まだこれからというときに病に倒れその
短い生涯が惜しまれます。

なお同じく「東京英語学校」の出身の横山大観は「富嶽飛翔」、「夜
桜」、「無我」の3点が切手になっております。菱田春草と横山大観につ
いて：日本学園の前身「東京英語学校」の出身の菱田春草（1874～
1911）と横山大観（1868～1958）は共に近代日本の日本画の表現方法に
画期的な技法で挑んだ日本が誇る天才画家です。「東京英語学校」時代
から絵画に興味があり共に「東京美術学校」（現東京芸術大学）に進み
ます。二人は齢こそ違いますが「東京英語学校」、「東京美術学校」の
二校で学んだ間柄で無二の親友、常に行動を共にして西洋画の画法を取
り入れた輪郭線を描かない先進的な没線描法の日本画を次々に発表しま

す。しかしこの実験的な手法は保守的風潮の
強い当時の画壇ではまったく評価されず、こ
の描き方は曖昧で勢いに欠ける画風という批
判的な意味を込めて朦朧体（もうろうたい）
と呼ばれていました。この保守風潮の強い日
本画壇で活動に行き詰まりを強く感じた二人
は海外に渡り、まずインドへ向かいます。現
地で描いた絵が売れて少額ですが資金を得て
帰国。続いてアメリカに渡り展覧会を開き絶
賛を浴びることになります。ここで資金を得た二人はその足でヨーロッ
パに渡りイギリス、ドイツ、フランスにて展覧会を開きここでも高い評
価を受けることになります。この二人の海外での高い評価が次第に日本
にも伝わり、この朦朧体という画風が評価され始めることになります。
大きな志を持った二人が成功を収めた背景には「東京英語学校」で習得
した英語が大いに役に立ったのは間違いありません。菱田春草は「東京
英語学校」で横山大観の後輩でしたが、36歳という若さでこの世を去り、
彼のずば抜けた才能を若い時から見出していた大観はどんなに自分の絵
を褒められても、“春草君は俺なんかよりずっと上手かった”という逸
話が残っています。　　　　　　　　　　　　　　　   梅窓会　広報部会

人気テレビアニメ『ゲゲゲの鬼太郎』をご覧に
なったＯＢの方は沢山いると思います。その『ゲ
ゲゲの鬼太郎』で特異なキャラクターで人気の高
い「ねずみ男」の声を担当していたのが、日学Ｏ
Ｂの大塚周夫氏（世田谷生れ1929年～2015年）で
あります。周りから「ちかさん」または「ちか
ちゃん」という愛称で呼ばれていた大塚氏は、日
本中学校（現日本学園中学校・高等学校）卒業後、

父と兄が彫刻家という芸術一家に生まれたこともあって（叔父は彫塑刻
家の渡辺長男、その弟で彫塑家の朝倉文夫、舞台芸術家の朝倉摂は従姉
妹。）東京美術学校（東京芸術大学）に進学することになっていました
が、日本中学の下校途中、新宿で芝居の実演を見て感動し、美術の世界
からこんどは役者を志すようになります。当時は戦後の混乱期、全国に
米軍が駐屯（進駐軍）し、米兵の娯楽のため多くのダンサーが必要とな
り、役者を志していた大塚青年は役者に幾らかは関係のあるダンサーの
仕事をすることになり米軍キャンプや赤坂などのグランドキャバレーで
踊って収入を得ることになります。（ダンスが上手かった背景には新宿
高校に通っていた長兄の2人から、ダンスを習うように言われ４歳から
新宿区内のダンス教室に通っていたというオマセな少年でした）。
しかし職業柄、両脚が膝関節炎になり、これを機にダンサーから足を洗
い日本中学校を卒業してからの夢であった俳優への転向を図ります。そ
してたまたま劇団員を募集していた劇団東芸に入団することになります。
しかし終戦後まもなくでたいした役者の仕事もなく、まだテレビ放送も
開始される前で、リヤカーを引いて小学校をまわり、『桃太郎』や『浦
島太郎』などの演劇の芝居だけが唯一の仕事という下積みの苦労が続き
ました。
そしてテレビ放送が始まるとNHKからエキストラとして仕事がくるよう

になります。そのうち民放ラジオ・テレビ局が増えてきて、やっと役者
としての仕事がくるようになります。日本中学時代にボクシングをやっ
ていたことやジャズダンスを踊っていたその運動神経を活かして、スタ
ントを交えた丹波哲郎などのアクション映画の悪役の仕事が主演俳優か
ら指名で来るようになります。その後テレビで洋画の吹き替え放送が開
始されて日本テレビが1963年に放送した『襲われた幌馬車』でリチャー
ド・ウィドマークの吹き替えを初めて担当することになります。さらに
声の仕事と平行して、小沢昭一らと舞台にも多数出演。またテレビでは、
NHK大河ドラマやフジテレビ系ドラマの常連として知られていました。
このように俳優として舞台やテレビドラマに数多く出演していましたが、
63歳のときに体力が限界を感じて舞台を引退、テレビ出演も一切やめ、
声優業に専念することを決意し、声優事務所で著名な「青二プロダク
ション」に移籍します。以後、数々の洋画吹き替え、アニメ声優で大活
躍することになります。自身の芸に磨きをかける努力を惜しまず芝居に
関しては自他ともに認めるほど熱心で声の吹き替えはあくまでも俳優業
の一つという意識を強く持って
お り 、 「 声 優 以 前 に 俳 優 で あ
る」という姿勢を常に持ってお
り、これが数多くの吹き替え、
アニメの声優として大成した礎
になりました。なお長男の大塚
明夫氏も現在声優として活躍中
です。今回は日本の声優の草分
け的存在、日学ＯＢの大塚周夫
氏を紹介させていただきました。
（参考資料Wikipedia）
                   S44年卒　中村　隆 

昭和３６年卒業、恒例になった同期会を開催

昭和３８年卒業 同期会 「三八会」を１年ぶりに開催

日本の声優の草分け　大塚周夫

菱田春草の切手（文化人切手）

長い歴史を誇る日本学園には沢山の同期会があちらこちらで開かれております。学友
や試験、部活動の思い出、恩師の思い出など多感な年代を日本学園で過ごしたそれ
ぞれの思い出を各人の近況報告等を交えて語り合い旧交を温めております。　

同窓会・梅窓会フラッシュ
各界で活躍するOB達の活動

平成２８年１１月５日(土)昭和３８年卒業 同期会 「三八会」を１年ぶりに高輪和疆館にて２８名参加のもと開催しま
した。会は松浦靖君の司会で進行し、「三八会」会長安藤鎮男君の挨拶、加藤海士郎君の乾杯音頭で始まり、しばし
歓談後、各自の近況報告があり今回初参加の大野武雄君 片山信太郎君 塩谷信洋君 多田博明君 田中正男君 松浦
靖君の６名が卒業以来５４年ぶりに旧友との再会を懐かしみ青春時代の会話も弾み盛り上がりました。料理に舌つ
づみを打つ中、昭和36年に生徒会が「学生歌、応援歌を作ろう」と言う企画の話があり懐かしく思い出されました。
そして正式に生徒会が募集したところ、今回出席の我々の同期の大野武雄君の作詞した「若き力」が見事当選したということで、当時を思い出しながら
全員でアカペラで「応援歌」を熱唄しました。アッと言う間に時間が過ぎ、最後に校歌を斉唱したあと記念撮影をし、盛会裡に同期会「三八会」を終了し
ました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      レポート昭和38年卒　川本雅之

昭和４２年卒業の同期会を開催
昭和４２年卒の同期会を平成28年10月16日（日）に新宿ライオン会館にて開きました。校祖杉浦重剛先生の曾孫に
あたる杉浦利重氏にもお忙しい中をご出席いただき20名の仲間が集まりました。50年振りとなる再会に戸惑いな
がらも卒業アルバムを見て段々と昔を思い出してゆくと、徐々に会話も弾んでいきました。ニッポン放送の看板番組

「高田文夫のビバリー昼ズ」でお馴染みの放送作家になった高田文夫君のユーモア溢れる音頭でこれが最後になら
ないように再会を約して、皆さんの健康と活躍を願い、三本締めをいたしました。東ヶ崎君をはじめとする幹事の皆
さんご苦労様でした。　　　　　　　　　　　　         レポートＳ42年卒　松井啓真

昭和３６年卒業の恒例になりました同期会を開催致しました。開催日が諸般の都合で月曜日になってしまったた
め、参加者が１３名と少なくなりましたが、昨年１１月２８日明大前駅で集合後、母校を訪ね小泉事務長から母校の
近況を伺い、その後、バスケ部ＯＢ斉藤君の案内で現在絶好調のバスケ部の練習を拝見し、会場の明大前栄進楼に
向かいました。夫々に思い出話をたっぷり話しながら、和気藹々、楽しい時間を過しました。３時間を越える会食で
したが、閉会後も名残惜しい皆は遠方から参加の数人を再会を約して駅で見送った後、近くのカラオケに場所を変
え、唄い、話し、杯を重ね旧交を温めました。今年は多くの同期生が後期高齢者入りをすることになりますが、いつまでも、１人でも多くの仲間達とこうし
て豊かな時間が持てることを願っております。　　　　 レポートS36年卒　松本勝馬 

ちかおおおつか

『チキチキマシン猛レース』、
『スカイキッド・ブラック魔王』のブラック魔王

（日本コロンビア）

野口英世　福沢諭吉　夏目漱石　坪内逍遥　九代目市川団十郎　新島襄
狩野芳崖　内村鑑三　樋口一葉　森鴎外　正岡子規　菱田春草　西周
梅謙次郎　木村栄　新渡戸稲造　寺田虎彦　岡倉天心（発売順）

アニメ代表キャラクター（声優）●『ゲゲゲの鬼太郎』のねずみ男（初代）●『チキチキマシン猛レース』、『スカイキッド・ブラック魔王』のブラック魔王●『ルパン三世（TV第1シリーズ）』の石川五エ門●『ガンバの冒険』の
ノロイ●『美味しんぼ』の海原雄山●『ピーターパンの冒険』のフック船長●『ソニックシリーズ』のDr.エッグマン●『名探偵ホームズ』のモリアーティ教授●『機動戦士ガンダム0083』のエイパー・シナプス艦長●『忍たま乱
太郎』の山田先生〈山田伝蔵〉●『タイガーマスク二世』など多数　洋画代表ふき替え（声優）●リチャード・ウィドマーク●チャールズ・ブロンソン●ジャック・パランス●ピーター●セラーズなど多数　テレビドラマ出演●日
真名氏飛び出す●月光仮面●七人の刑事●大河ドラマ（NHK）：花の生涯・赤穂浪士・源義経・竜馬がゆく●国盗り物語●元禄太平記●花神●徳川家康●山河燃ゆ●武田信玄●春日局●翔ぶが如く・太平記●ウルトラ
マン●鉄道公安36号●快獣ブースカ●ライオン奥様劇場●キイハンター●Gメン'82●松本清張サスペンス●六畳の生涯●予備校ブギ●学校へ行こう!●東京エレベーターガール●みにくいアヒルの子●名探偵保健室の
オバさん●踊る大捜査線 秋の犯罪撲滅スペシャルなど多数

出演作品

菱田春草（文化人切手）
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装飾事業部・造園部・造園土木事業・
貸植木事業部・企画設計室を有する
造園のプロ集団

梅窓会では卒業25年及び50年迎えたＯＢの方にお祝いとして梅窓会の会報「Baisoukai Today」（年１回2月に発行）と「梅窓会報」（年２回5月、11月に発行）を進
呈しております。会報は梅窓会の活動状況報告、クラス会開催報告、ＯＢ・在校生の活躍記事、そして懐かし母校日本学園の最新の情報など盛り沢山の内容で発行し
ております。日本学園のＯＢ会である梅窓会活動を維持発展していく為には皆様の絶大なご理解とご支持、そして運営していくための原資である皆様の会費納入によ
るところが大でございます。しかし近年会費納入状況が目に見えて減少しており、このままでは梅窓会の活動に支障をきたす事態にならざるを得ない厳しい状況です。
会費納入未納の皆様にご支援いただきたく「会費納入」の振替用紙を同封させていただきました。ぜひ梅窓会の活動にご理解いただきご支援していただきまようお願
いいたします。なお終身会費を頂いております会員の方も終身会費に拘らず会費納入にご支援いただければ幸いでございます。　　　        梅窓会会長　髙木　光

卒業25年・50年のＯＢに会報を無料でお届けしています。

より充実した誌面と運営費増収を目的に、しばらく休んでおりました広告を再開いたしました。
広告内容は企業広告、個人名刺広告、同期会開催通知、同窓生へのメッセージなど、会報にふさわしい内容を希望いたします。卒業生ならびに学園関係者の皆様の
ご理解とご協力をお願いいたします。ご希望の方は下記までお問合せ下さい。
●サイズ（約）：９ｃｍｘ５ｃｍ　●料金１０，０００円　●配布部数：約３，１００部　●レイアウトはこちらにお任せください。
●お問合せ先電話／ＦＡＸ：０３－３３２２－７８７８（梅窓会事務所）　なお、事務所は駐在しておりませんので、なるべくFAXでお願い致します。

広告募集のお知らせ

株式会社

古いもの買います

Baisoukai Today



文化人切手（第一次）18種が1949年～52年にかけて発行されました（物
故者）。その18枚のなかに日本学園の前身「東京英語学校」の出身の菱
田春草がありますのでご紹介いたします。以下18名が文化人切手です。1
枚8円から10円で現在、18種類全てが額面以上というプレミア切手シリー
ズとなっております。もう1枚菱田春草の代表作で重要文化財の「黒き
猫」も切手になっております。まだこれからというときに病に倒れその
短い生涯が惜しまれます。

なお同じく「東京英語学校」の出身の横山大観は「富嶽飛翔」、「夜
桜」、「無我」の3点が切手になっております。菱田春草と横山大観につ
いて：日本学園の前身「東京英語学校」の出身の菱田春草（1874～
1911）と横山大観（1868～1958）は共に近代日本の日本画の表現方法に
画期的な技法で挑んだ日本が誇る天才画家です。「東京英語学校」時代
から絵画に興味があり共に「東京美術学校」（現東京芸術大学）に進み
ます。二人は齢こそ違いますが「東京英語学校」、「東京美術学校」の
二校で学んだ間柄で無二の親友、常に行動を共にして西洋画の画法を取
り入れた輪郭線を描かない先進的な没線描法の日本画を次々に発表しま

す。しかしこの実験的な手法は保守的風潮の
強い当時の画壇ではまったく評価されず、こ
の描き方は曖昧で勢いに欠ける画風という批
判的な意味を込めて朦朧体（もうろうたい）
と呼ばれていました。この保守風潮の強い日
本画壇で活動に行き詰まりを強く感じた二人
は海外に渡り、まずインドへ向かいます。現
地で描いた絵が売れて少額ですが資金を得て
帰国。続いてアメリカに渡り展覧会を開き絶
賛を浴びることになります。ここで資金を得た二人はその足でヨーロッ
パに渡りイギリス、ドイツ、フランスにて展覧会を開きここでも高い評
価を受けることになります。この二人の海外での高い評価が次第に日本
にも伝わり、この朦朧体という画風が評価され始めることになります。
大きな志を持った二人が成功を収めた背景には「東京英語学校」で習得
した英語が大いに役に立ったのは間違いありません。菱田春草は「東京
英語学校」で横山大観の後輩でしたが、36歳という若さでこの世を去り、
彼のずば抜けた才能を若い時から見出していた大観はどんなに自分の絵
を褒められても、“春草君は俺なんかよりずっと上手かった”という逸
話が残っています。　　　　　　　　　　　　　　　   梅窓会　広報部会

人気テレビアニメ『ゲゲゲの鬼太郎』をご覧に
なったＯＢの方は沢山いると思います。その『ゲ
ゲゲの鬼太郎』で特異なキャラクターで人気の高
い「ねずみ男」の声を担当していたのが、日学Ｏ
Ｂの大塚周夫氏（世田谷生れ1929年～2015年）で
あります。周りから「ちかさん」または「ちか
ちゃん」という愛称で呼ばれていた大塚氏は、日
本中学校（現日本学園中学校・高等学校）卒業後、

父と兄が彫刻家という芸術一家に生まれたこともあって（叔父は彫塑刻
家の渡辺長男、その弟で彫塑家の朝倉文夫、舞台芸術家の朝倉摂は従姉
妹。）東京美術学校（東京芸術大学）に進学することになっていました
が、日本中学の下校途中、新宿で芝居の実演を見て感動し、美術の世界
からこんどは役者を志すようになります。当時は戦後の混乱期、全国に
米軍が駐屯（進駐軍）し、米兵の娯楽のため多くのダンサーが必要とな
り、役者を志していた大塚青年は役者に幾らかは関係のあるダンサーの
仕事をすることになり米軍キャンプや赤坂などのグランドキャバレーで
踊って収入を得ることになります。（ダンスが上手かった背景には新宿
高校に通っていた長兄の2人から、ダンスを習うように言われ４歳から
新宿区内のダンス教室に通っていたというオマセな少年でした）。
しかし職業柄、両脚が膝関節炎になり、これを機にダンサーから足を洗
い日本中学校を卒業してからの夢であった俳優への転向を図ります。そ
してたまたま劇団員を募集していた劇団東芸に入団することになります。
しかし終戦後まもなくでたいした役者の仕事もなく、まだテレビ放送も
開始される前で、リヤカーを引いて小学校をまわり、『桃太郎』や『浦
島太郎』などの演劇の芝居だけが唯一の仕事という下積みの苦労が続き
ました。
そしてテレビ放送が始まるとNHKからエキストラとして仕事がくるよう

になります。そのうち民放ラジオ・テレビ局が増えてきて、やっと役者
としての仕事がくるようになります。日本中学時代にボクシングをやっ
ていたことやジャズダンスを踊っていたその運動神経を活かして、スタ
ントを交えた丹波哲郎などのアクション映画の悪役の仕事が主演俳優か
ら指名で来るようになります。その後テレビで洋画の吹き替え放送が開
始されて日本テレビが1963年に放送した『襲われた幌馬車』でリチャー
ド・ウィドマークの吹き替えを初めて担当することになります。さらに
声の仕事と平行して、小沢昭一らと舞台にも多数出演。またテレビでは、
NHK大河ドラマやフジテレビ系ドラマの常連として知られていました。
このように俳優として舞台やテレビドラマに数多く出演していましたが、
63歳のときに体力が限界を感じて舞台を引退、テレビ出演も一切やめ、
声優業に専念することを決意し、声優事務所で著名な「青二プロダク
ション」に移籍します。以後、数々の洋画吹き替え、アニメ声優で大活
躍することになります。自身の芸に磨きをかける努力を惜しまず芝居に
関しては自他ともに認めるほど熱心で声の吹き替えはあくまでも俳優業
の一つという意識を強く持って
お り 、 「 声 優 以 前 に 俳 優 で あ
る」という姿勢を常に持ってお
り、これが数多くの吹き替え、
アニメの声優として大成した礎
になりました。なお長男の大塚
明夫氏も現在声優として活躍中
です。今回は日本の声優の草分
け的存在、日学ＯＢの大塚周夫
氏を紹介させていただきました。
（参考資料Wikipedia）
                   S44年卒　中村　隆 

昭和３６年卒業、恒例になった同期会を開催

昭和３８年卒業 同期会 「三八会」を１年ぶりに開催

日本の声優の草分け　大塚周夫

菱田春草の切手（文化人切手）

長い歴史を誇る日本学園には沢山の同期会があちらこちらで開かれております。学友
や試験、部活動の思い出、恩師の思い出など多感な年代を日本学園で過ごしたそれ
ぞれの思い出を各人の近況報告等を交えて語り合い旧交を温めております。　

同窓会・梅窓会フラッシュ
各界で活躍するOB達の活動
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ノロイ●『美味しんぼ』の海原雄山●『ピーターパンの冒険』のフック船長●『ソニックシリーズ』のDr.エッグマン●『名探偵ホームズ』のモリアーティ教授●『機動戦士ガンダム0083』のエイパー・シナプス艦長●『忍たま乱
太郎』の山田先生〈山田伝蔵〉●『タイガーマスク二世』など多数　洋画代表ふき替え（声優）●リチャード・ウィドマーク●チャールズ・ブロンソン●ジャック・パランス●ピーター●セラーズなど多数　テレビドラマ出演●日
真名氏飛び出す●月光仮面●七人の刑事●大河ドラマ（NHK）：花の生涯・赤穂浪士・源義経・竜馬がゆく●国盗り物語●元禄太平記●花神●徳川家康●山河燃ゆ●武田信玄●春日局●翔ぶが如く・太平記●ウルトラ
マン●鉄道公安36号●快獣ブースカ●ライオン奥様劇場●キイハンター●Gメン'82●松本清張サスペンス●六畳の生涯●予備校ブギ●学校へ行こう!●東京エレベーターガール●みにくいアヒルの子●名探偵保健室の
オバさん●踊る大捜査線 秋の犯罪撲滅スペシャルなど多数

出演作品

菱田春草（文化人切手）

お
任
せ
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だ
さ
い
。

〒201-0012 
東京都狛江市中和泉3丁目2番15号
電 話：03（3489）0165 
ＦＡＸ：03（3489）0104代表取締役社長 白井 真一
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装飾事業部・造園部・造園土木事業・
貸植木事業部・企画設計室を有する
造園のプロ集団

梅窓会では卒業25年及び50年迎えたＯＢの方にお祝いとして梅窓会の会報「Baisoukai Today」（年１回2月に発行）と「梅窓会報」（年２回5月、11月に発行）を進
呈しております。会報は梅窓会の活動状況報告、クラス会開催報告、ＯＢ・在校生の活躍記事、そして懐かし母校日本学園の最新の情報など盛り沢山の内容で発行し
ております。日本学園のＯＢ会である梅窓会活動を維持発展していく為には皆様の絶大なご理解とご支持、そして運営していくための原資である皆様の会費納入によ
るところが大でございます。しかし近年会費納入状況が目に見えて減少しており、このままでは梅窓会の活動に支障をきたす事態にならざるを得ない厳しい状況です。
会費納入未納の皆様にご支援いただきたく「会費納入」の振替用紙を同封させていただきました。ぜひ梅窓会の活動にご理解いただきご支援していただきまようお願
いいたします。なお終身会費を頂いております会員の方も終身会費に拘らず会費納入にご支援いただければ幸いでございます。　　　        梅窓会会長　髙木　光

卒業25年・50年のＯＢに会報を無料でお届けしています。

より充実した誌面と運営費増収を目的に、しばらく休んでおりました広告を再開いたしました。
広告内容は企業広告、個人名刺広告、同期会開催通知、同窓生へのメッセージなど、会報にふさわしい内容を希望いたします。卒業生ならびに学園関係者の皆様の
ご理解とご協力をお願いいたします。ご希望の方は下記までお問合せ下さい。
●サイズ（約）：９ｃｍｘ５ｃｍ　●料金１０，０００円　●配布部数：約３，１００部　●レイアウトはこちらにお任せください。
●お問合せ先電話／ＦＡＸ：０３－３３２２－７８７８（梅窓会事務所）　なお、事務所は駐在しておりませんので、なるべくFAXでお願い致します。

広告募集のお知らせ

株式会社

古いもの買います

Baisoukai Today



会費収入は梅窓会運営の基盤です。ご協力よろしくお願いいたします。
◆年会費 4,000円 毎年1回/同封の郵便振替用紙で納入してください。
◆終身会費 40,000円 最初の1回のみ同封の郵便振替用紙で納入してください。

梅窓会では会報・ブログ等に皆様の近況や同窓会・同期会、同窓生同士の旅
行記事等を掲載いたします。記事投稿をご希望の方は毎月第2土曜日（8月除
く）午後2時～4時に運営委員会までお電話をお願いします。またパソコン＆電
子メールを活用されている方は、「梅窓会ブログ」内メールで直接記事を投稿す
ることも可能です。あなたの情報をお待ちしています。

会費納入はカンタンです！

口座番号00110-6-6183　日本学園梅窓会

梅窓会 広報部会

検索画面に「梅窓会ブログ」と打ち込み、
クリックするだけでご覧になれます。

検索梅窓会ブログ

同窓会情報＆投稿記事・募集中！

＊なお終身会費を頂いております方も終身会費に拘らず会費納入にご支援いただければ幸いでございます。
＊年会費を納めておられる方で、終身会費に変更される方は、新たに4万円の納入をお願いします。
＊郵便局備え付けの振込用紙で振り込まれる方は、下記口座までお願いいたします。
＊終身会費を納入されている方は郵便振替用紙の氏名の後の会員番号の後ろに「♯」を付してあります。

狛江高校戦での日学サッカー部
（赤のユニフォーム）

関東一高戦での日学バレー部
（白のユニフォーム）

シュートを量産する日学
（東海大高輪台高戦、紺のユニフォームが日学）

12月24日（土）１３時より、日本学園3号館１階の会議室で「クリスマス・コンサート」が100名程の観客が集
まって開催されました。コンサートの進行は実にユニークで楽しいもので、レストランのメニュー形式で作
られたでプログラムが配られ、その中の好きな料理を来場者の方に選んでもらい（選曲してもらう）、それに
対応した曲を選んでもらうというものでした。これも中学1年生の役割で土居先生との掛け合いがユーモ
アいっぱいで聴衆を飽きさせません。クリスマスの定番のスタンダード曲や今や日本のクリスマス・シーズ
ンのスタンダード曲に成長した竹内まりや、ユーミン、稲垣潤一、山下達郎の曲もメドレーで演奏されまし
た。あっという間に45分のクリスマス・コンサートは無事に終了。帰りにはサンタさんからプレゼントとい
うことで全員にお菓子が配られ最後まで吹奏楽部の心遣いが感じられたコンサートでした。そして驚くなかれ吹奏楽部のこの日の演奏は、まだ
続きます。このあと午後6時から八王子市の奥座敷にある「夕やけ小やけ　ふれあいの星　ふれあい館」の特設ステージでのステージが待って
おり２ステージをこなしたそうです。実に頼もしくタフな日学吹奏楽部です。なお第23回定期演奏会が3月29日（水）18時から狛江エコルマ
ホール（小田急線狛江駅前）にて開催されます。「クリスマス・コンサート」を聞き逃したＯＢの方はぜひお越しください。　     梅窓会　広報部会

６地区に属する日学サッカー部は４回戦まで順調に勝ち進んでおり、１２月１８日（日）の準決勝戦は都立
の強豪校の一角「狛江高校」。日学は０対１と先制はされはしたもの、後半追いつき１対１となり、さらに
延長戦で１点追加し２対１で勝利、決勝戦へと駒を進めました。続く最終戦は１２月２３日（金）、対戦相
手はスポーツコースを有するこれも都立の文武両道の強豪「都立駒場高校」。試合は両校一歩も譲らず０
対０。延長戦も日学はゴールを奪うことが出来ず、０対０のままPK戦へ進みましたが、ここで破れ地区予
選は準優勝で終わりました。実力的には互角の戦いでした。新指導体制で東京都での強豪チームに育っ
てきた日学サッカー部、４月からはいよいよ強豪ひしめく新人戦本戦が始まります。沢山のＯＢの皆様の
応援よろしくお願いいたします。

東京都のバレーボール部の新人大会（一次大会）は１８０校ほどのチームが４つのブロックに分かれてそ
れぞれトーナメント戦で勝ち上がっていく厳しい試合です。１１月１３日（日）、試合会場は世田谷区用賀
にある駒澤大学高校。初戦の「都立六郷工科高校」を第１セット２５：１８、第２セット２５：１０で無難に勝
利。続く２試合の「関東一高」にも第１セット２５：１７、第２セットはデュースに持ち込まれましたが２８：
２６で勝利。最終戦の「駒澤大学高校」を第１セットを２５：２１。しかし第２セットを２１：２５と落とし、第
３セットを２５：２３と「粘りの日学バレーボール部」の意地を見せ勝利。ブロックでの優勝校となりまし
た。１月２９日（日）、２月５日（日）の両日、強豪ひしめく新人戦本戦が始まります。東京での強豪チームに
育ってきた日学バレーボール部、沢山のＯＢの皆様の絶大なる応援をよろしくお願いいたします。

新人戦（本大会兼関東新人大会東京都予選）の支部大会を全勝で通過し、１月８日（日）から本戦がスター
ト、日学バスケットボール部の初戦は「東海大高輪台高校」。前半から大差を付け圧倒、８６：３９で勝利。続く
試合は1月９日（月）、対戦相手は「桐朋学園高校」。文武両道の名門校で昨年日学は惜敗しています。日学の
素早い動きについていけない桐朋学園、８０：５４で日学の勝利です。そして「実践学園」との決勝戦へと駒を
進めました。１Ｑは１５：２５、２Ｑは１６：２０と実践学園が飛ばし点差はジリジリと広がっていきます。日学
はここで粘りを見せ３Ｑは１５：９と踏ん張ります。しかし４Ｑは１４：２２と点差が開き、６３：７５で惜敗。日
学は３Ｑで調子を上げここで一気に逆転できると皆期待しましたが、シュートを阻まれどうしても点数が入
らず本大会ベスト４を逃しました。続いて５位～８位順位決定戦が1月１５日（日）にて行われ「日大豊山高
校」を８５：５５で勝利、続く「専修大学付属高校」も９５：５４と突き放し、東京都５位が決定しました。イン
ターハイに向けて新たな戦いが始まります。ＯＢの皆様の強力なる応援をよろしくお願いいたします。

この度工学院大学のご厚意で日本学園の前身の日本中学校淀橋校
舎の空中写真の提供戴きました。

大正12年9月1日（土）午前11時58分に相模湾の海底を震源地と
するマグニチュード7.9の関東大震災が発生し、12時40分の余震
で被害を大きくし、関東一帯の一府五県で甚大な被害が発生した。
下町一帯は地震による直接の被害は少なかったといわれている。
『東京震災録』（東京市役所刊）によると、「最初南風12mに煽
られて諸方から火先し、午後7時半ごろ、築地工手学校（工学院
大学の前身）、ついで本願寺に延焼し、午後8時ごろは南小田原
町から、隅田川を越えて月島2号地の渡辺倉庫に飛び火し……」
と工学院大学の書籍に記されている。
壊滅的な被害を受けた工手学校は校舎を立て直す決断を鈍らせた。
そこで被害が比較的低かった山の手が候補地にあがり、工手学校
の高松管理長は2年前まで管理長をしていた古市公威氏に相談し
た。古市氏は杉浦重剛先生と東大南校の同窓ということもあり、
新宿の淀橋の日本中学校を借りてはと助言をした。高松管理長は
旧知の杉浦先生を訪ねて、校舎借用を懇願した。杉浦先生はもち
ろん、好意的に応じた。そこで杉浦先生は、学校関係者と生徒に
向かって、自分と工手学校との因縁が深いことを話し、工手学校
に教室の一部を貸与して同居することとなった。
工手学校は併せて校舎建設のため「工手学校復興会」を立ち揚げ、
日本中学校淀橋校舎の近くの東京府豊多摩郡淀橋町大字角筈93番
地第7号、8号、9号（現在の工学院大学の場所）の土地を確保し、
新校舎を建設することになり、昭和3年4月に淀橋校舎は落成した。

日本中学校の校舎借用も5年余りで解消し、又校名も新築に併せ
「工学院」と改名した。戦後の昭和24年の工学院大学と変遷した。

昭和3年に工学院の新校舎落成の際、撮影された航空写真には校
舎として貸与した日本中学校淀橋校舎も鮮明に写っている。その
上部には山手線の西側の大蔵省専売支局のたばこ工場もわずかに
確認できる。省線電車（現JR）の新宿駅はその先になる。現在で
は考えられないほど、学校周辺には民家が多く見られる。又、下
方には今はない、淀橋浄水場も見られるが、昭和40年前には廃止
され、跡地に京王プラザホテルをはじめ、都庁など現在の西新宿
の超高層ビル群の街として発展した。　　　  S34年卒　宮原洋一

空から見た日本中学校淀橋校舎

クラブ活動レポート

Baisoukai Todayは直近１年間に梅窓会にお寄せいただいた同期会・同窓会の開催報告と、若手ＯＢや在校生（準会員）の活躍を紹介、
さらに日本の社会に多大な影響、貢献した先輩に関する取材記事をプラスした毎年早春に発行される梅窓会の会員情報冊子です。

130年に及ぶ歴史と伝統を誇る日本学園には、多彩な分野で活躍する日校健児が沢山おります。
このページでは文武両道で母校をリードする在校生にスポットを当てて紹介いたします。

サッカー部　新人戦地区予選、準優勝

日学バレーボール部　新人大会、ブロック優勝

日学バスケットボール部の新人戦は５位

楽しかった吹奏楽部クリスマス・コンサート
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道
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手前の鉄筋建てが工学院。奥のL字型の建物が日本中学校

Baisoukai Today
Nihon Gakuen

日本学園 梅窓会
〒156-0043 東京都世田谷区松原2-7-34　日本学園気付 TEL/FAX 03-3322-7878　メールアドレス：ｂａｉｓｏｕｋａｉ＠ｙａｈｏｏ．ｃｏ．ｊｐ
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